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学校安全の現状と課題
～学校安全の各領域における取組の改善に向けて～
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学校安全に係る基本的な考え方①

学校保健 学校給食 学校安全

生活安全 交通安全 災害安全 その他
新たな危機事象

学校健康教育

３つの領域 と 新たな危機事象
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学校安全に係る基本的な考え方②
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安全の考え方
安全

危険・危機

※安全は危険・危機のないところ
・ ・

“ない”ところを学ぶ とは・・・。
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計画に含まれる項目

① 安全教育に関する事項
⇒ 安全学習・安全指導

② 安全管理に関する事項
⇒ 施設設備等の安全点検

通学路の安全点検 等

③ 安全に関する組織活動
⇒ 職員の研修等

学校安全の領域

生活安全

交通安全

災害安全

学校安全の体系

安全教育

安全管理

組織活動

学校安全計画

「学校安全計画」とは
安全教育の各種計画に盛り込まれる内容と安全管理の内容とを関連させ，統合

し，全体的な立場から，年間を見通した安全に関する諸活動の総合的な基本計画。

学校保健安全法（抄）
（学校安全計画の策定等）
第27条 学校においては，児童生徒等の安全の確保を図るため，当該学校の施設及び設備の安全点検，児童

生徒等に対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全に関する指導，職員の研修その他学校
における安全に関する事項について計画を策定し，これを実施しなければならない。
（安全点検）
第28条 法第二十七条の安全点検は，他の法令に基づくもののほか，毎学期一回以上，児童生徒等が通常使
用する施設及び設備の異常の有無について系統的に行わなければならない。
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平成29年３月 第２次学校安全の推進に関する計画(閣議決定)
・目指すべき姿を明確化し，12の施策目標に基づく具体的な推進方策を記載
⇒平成30年３月 「学校の危機管理マニュアル作成の手引」作成
平成30年５月 下校中の児童が被害に遭う誘拐事件が 発生
⇒ 「登下校防犯プラン」
平成30年７月 西日本豪雨災害
平成30年９月 北海道胆振東部地震
⇒平成31年３月 「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」改訂２版
令和元年５月 保育園児交通事故

川崎市における殺傷事件
令和元年９月～10月 台風15号，19号，21号，大雨による被害

⇒令和２年10月 浸水想定区域・土砂災害警戒区域に立地する学校に関する調査
⇒令和３年６月 「学校の『危機管理マニュアル』等の評価・見直しガイドライン」作成
⇒令和３年６月 「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」作成

学校安全に関する経緯・主な施策
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＜目指すべき姿＞

① 全ての児童生徒等が，安全に関する資質・
能力を身に付けることを目指す。

② 学校管理下における児童生徒等の事故に
関し，死亡事故の発生件数については限りな
くゼロとすることを目指すとともに，負傷・疾病
の発生率については障害や重度の負傷を伴う
事故を中心に減少傾向にすることを目指す。

第２次学校安全の推進に関する計画

（平成29年３月24日 閣議決定）
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学校安全に係る基本的な考え方①学校安全

生活安全 交通安全 災害安全 その他
新たな危機事象

３つの領域 と 新たな危機事象
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事案別の推移

令和２年度 広島県教育委員会への報告分

広島県内の不審者情報の状況

学校安全の現状 ～生活安全～



広島県内の自転車事故件数にみる交通安全の状況

平成30年 令和元年 令和２年

全体発生件数 1,383件 1,257件 975件

児童生徒の割合 27.5％ 28.6％ 27.4％

幼児 ０件 ２件 ７件

小学生 68件 59件 47件

中学生 86件 73件 58件

高校生 226件 227件 162件
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学校安全の現状 ～交通安全～



＜現状＞
○平成30年７月豪雨災害
○水防法・土砂災害法の一部改正
○土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域
○津波浸水警戒区域等
○実効性のある避難訓練の実施

豪雨災害の経験から学び，自然災害
の被害を最小限にとどめるとともに，児
童生徒等が主体的に判断し，自分や家
族の命，地域を守るために行動できる
力の育成を目指して。

学校安全の現状 ～災害安全～

13



＜取組＞

○広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動

◆一斉防災教室（５月～６月）

◆一斉地震防災訓練の実施（１１月５日）※学校安全計画に記載して実施

○防災教育に関する指導資料の配付
◆「広島県 自然災害に関する防災教育の手引
～主体的に行動する態度を育成するために～」（平成25年３月）

◆「広島県 自然災害に関する防災教育の手引[別冊]
～平成30年７月豪雨惨害を踏まえた実践事例・資料集～」（平成31年３月）

○児童生徒等の発達の段階を考慮して，関連する教科，総合的な
学習の時間，特別活動など学校の教育活動全体を通じた
体系的な防災教育を実施

学校安全の現状 ～災害安全～
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学校安全の現状 ～災害安全～
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平成28年６月９日付け教育長通知
「『学校事故対応に関する指針』の公表について」

平成29年１月６日付け教育長通知
「『学校事故対応に関する指針』に基づく

適切な事故対応等の推進について」

令和３年５月28日付け教育長通知
「『学校事故対応に関する指針』に基づく

適切な事故対応について」

「学校事故対応に関する指針」に基づく適切な事故対応について
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○事件・事故災害の未然防止
○事故発生時の適切な対応
○事故発生後の速やかな調査・検証等の実施

「学校事故対応に関する指針」に基づく適切な事故対応について
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１ 基本調査の速やかな実施と保護者への丁寧な説明
・事故発生後速やかに基本調査を行い，その結果及び経過を保護者等に十分説明
・事故発生後は，保護者との継続的な関係性を構築

２ 詳細調査への移行判断と実施
・学校設置者が判断し，保護者の移行に十分配慮し適切に実施
・専門的知識・経験を有する者で構成する調査委員会を設置

(学校の対応が不十分である場合，県教委が指導・助言)



「『危機管理マニュアル』評価・見直しガイドライン」・「教職員向け研修・訓練実践事例集」
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